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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
キ
ミ
は
未
だ
夢
の
中
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
１
３
７
Ｈ

【
作
者
名
】

　
桃
乃
花

【
あ
ら
す
じ
】

　
藍
染
た
ち
の
裏
切
り
、
未
知
の
氷
輪
丸
の
姿
。
―
―
死
神
た
ち
に
、
平
和
な

未
来
は
或
る
の
か
？
日
番
谷
中
心
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
リ
ア
ス
長
編
！
！
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１
の
夢
。
ウ
ラ
ギ
ラ
レ
タ
ノ
？

―
―
如
何
し
て
？

如
何
し
て
貴
方
は
あ
た
し
を
裏
切
っ
た
の
？

あ
た
し
に
、
何
が
足
り
な
か
っ
た
の
？
？

ず
っ
と
、
貴
方
の
隣
で
戦
え
る
、
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

貴
方
の
傍
に
い
た
い
。

ず
っ
と
。
永
遠
に
、
貴
方
の
傍
で
笑
っ
て
い
た
い
。

そ
の
願
い
は
、
叶
わ
な
い
の
―
―
…
？
？

―
―
―
…

「
　
あ
い
ぜ
ん
、
た
い
、
ち
ょ
う
…
？
　
」

胸
を
赤
く
染
め
上
げ
る
液
体
が
、
ぽ
た
、
と
床
に
零
れ
落
ち
た
。
唖
然
と
し
た
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表
情
で
見
上
げ
る
少
女
に
、
男
は
不
気
味
に
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

「
　
さ
よ
う
な
ら
、
雛
森
く
ん
　
」

ど
く
ん
。

「
　
…
う
、
そ
…
―
―
―
　
」

裏
切
ら
れ
た
。
う
ら
ぎ
ら
れ
た
。

ア
タ
シ
、
ウ
ラ
ギ
ラ
レ
タ
ノ
？
？

ぽ
た
り
、
と
。

今
度
は
、
塩
気
の
無
い
涙
は
零
れ
落
ち
た
。
そ
れ
は
透
明
で
、
し
か
し
濁
っ
て

い
た
。

「
　
…
あ
、
　
」

ど
さ
り
、
と
床
に
倒
れ
た
雛
森
が
、
最
期
に
発
し
た
言
葉
は
、
そ
ん
な
母
音
だ

っ
た
。

“
藍
染
隊
長
”
。
尊
敬
し
て
、
憧
れ
て
、
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
上
司
。

ず
っ
と
信
頼
し
て
い
た
。
こ
ん
な
日
々
が
、
ず
っ
と
続
く
ん
だ
、
っ
て
思
っ
て

い
た
。
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で
も
、
そ
ん
な
の
所
詮
は
理
想
で
、
夢
で
。

仮
初
の
平
穏
は
、
あ
ま
り
に
脆
く
、
儚
く
、
簡
単
に
崩
れ
落
ち
て
い
っ
た
。

―
―
そ
の
後
に
残
る
モ
ノ
は
、
絶
望
か
否
か
。

―
―
―
…

「
　
雛
森
っ
…
！
　
」

歯
を
ぎ
り
っ
と
噛
み
締
め
て
、
日
番
谷
は
只
管
走
っ
た
。

ひ
た
す
ら

雛
森
が
危
な
い
。

そ
れ
は
何
故
か
分
か
っ
て
い
た
。

日
番
谷
は
、
雛
森
の
微
か
な
霊
圧
を
追
っ
て
い
た
。

今
に
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
、
弱
よ
わ
し
い
霊
圧
。

「
　
ひ
な
も
り
…
！
　
」

大
事
な
ヒ
ト
。

絶
対
に
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヒ
ト
。

―
―
こ
の
胸
に
。

―
―
こ
の
拳
に
。
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そ
う
、
誓
っ
た
ヒ
ト
だ
か
ら
。
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２
の
夢
。
弱
く
見
え
る
。

ダ
ン
ッ

地
面
を
踏
み
つ
け
る
足
音
が
、
ふ
と
す
ぐ
傍
で
止
ま
っ
た
。

ち
ら
、
と
振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
、
輝
く
銀
髪
を
揺
ら
し
、
綺
麗
な
翡
翠
色
の

瞳
が
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
た
。

否
、
目
は
見
開
か
れ
て
い
た
。

「
　
あ
い
、
ぜ
ん
…
！
？
お
前
、
な
ん
で
…
　
」

駆
け
付
け
た
日
番
谷
は
、
死
ん
だ
は
ず
の
藍
染
を
目
に
映
し
、
驚
き
を
隠
せ
な

い
表
情
を
し
て
言
っ
た
。

「
　
や
あ
日
番
谷
く
ん
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
　
」

「
　
お
前
、
死
ん
だ
は
ず
じ
ゃ
…
！
？
　
」

藍
染
は
死
ん
だ
は
ず
。
な
の
に
こ
の
場
に
居
る
。
呼
吸
を
し
て
い
る
。
体
を
動

か
し
て
い
る
。

何
故
？

分
か
ら
な
い
。

焦
る
日
番
谷
を
見
て
、
隣
で
市
丸
が
不
気
味
に
笑
う
。

―
―
そ
の
時
、
日
番
谷
の
顔
が
は
っ
と
歪
ん
だ
。

「
　
雛
森
は
…
雛
森
は
何
処
だ
！
？
　
」

藍
染
は
そ
の
言
葉
に
ふ
っ
と
笑
う
。

「
　
何
処
だ
と
思
う
？
　
」

不
気
味
に
笑
う
藍
染
に
、
日
番
谷
は
更
に
目
を
見
開
い
た
。

刹
那
、
日
番
谷
は
瞬
歩
で
消
え
て
い
た
。
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た
ん
っ
と
降
り
立
っ
た
音
が
、
小
さ
く
響
い
た
。

目
の
前
に
映
る
の
は
、
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
液
体
の
雫
。

そ
し
て
、
そ
の
場
に
倒
れ
て
い
る
、
少
女
―
―
雛
森
の
姿
が
在
っ
た
。

「
　
ひ
な
、
も
り
…
　
」

日
番
谷
は
唖
然
と
し
た
顔
で
雛
森
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

雛
森
の
漆
黒
の
瞳
に
は
、
微
か
に
涙
は
浮
か
ん
で
い
た
。

「
　
や
あ
、
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。
キ
ミ
に
は
見
せ
た
く
な
か
っ
た
ん
だ

が
　
」

背
後
で
、
藍
染
が
そ
う
言
っ
た
。

―
―
何
故
？
？

「
　
お
前
、
が
…
や
っ
た
の
か
…
？
　
」

日
番
谷
は
藍
染
の
方
へ
と
振
り
返
り
、
途
切
れ
途
切
れ
に
問
う
た
。

す
る
と
藍
染
は
に
や
り
と
不
気
味
に
笑
い
、
答
え
た
。

「
　
あ
あ
、
そ
う
だ
よ
　
」

突
如
、
そ
の
場
の
空
気
が
歪
ん
だ
。

ピ
キ
ピ
キ
…
と
部
屋
を
氷
が
浸
食
し
て
い
く
。

そ
の
場
の
気
温
が
、
一
気
に
下
が
っ
た
。

吐
く
息
は
真
っ
白
く
、
手
が
悴
ん
で
い
た
。

「
　
…
藍
染
、
て
め
え
…
何
故
…
！
？
　
」

日
番
谷
の
瞳
は
、
い
つ
も
の
綺
麗
な
翡
翠
色
の
輝
き
を
放
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
瞳
は
怒
り
に
燃
え
、
し
か
し
冷
酷
な
程
に
冷
め
て
い
た
。

「
　
…
藍
染
、
て
め
え
だ
け
は
殺
す
…
！
　
」

日
番
谷
は
背
中
に
担
い
で
い
た
氷
輪
丸
を
ぐ
っ
と
握
り
締
め
、
鞘
か
ら
抜
き
取

っ
た
。
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「
　
あ
ま
り
強
い
言
葉
を
口
に
す
る
な
…
弱
く
見
え
る
ぞ
　
」

藍
染
は
日
番
谷
に
そ
う
言
っ
て
、
く
す
、
と
笑
っ
た
。
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３
の
夢
。
銀
氷

じ
わ
り
。

肩
が
、
焼
け
つ
く
よ
う
に
熱
い
。

何
故
だ
？

確
か
に
こ
の
剣
は
、
確
か
に
こ
の
刃
は
、
あ
の
体
を
貫
い
た
は
ず
な
の
に
。

つ
る
ぎ

ぽ
た
、
と
赤
い
液
体
が
滴
り
落
ち
た
。

「
　
…
嗚
呼
、
所
詮
キ
ミ
は
こ
の
程
度
だ
　
」

藍
染
の
剣
が
、
自
分
の
肩
を
貫
い
て
い
た
。

ど
さ
、
と
体
を
支
え
き
れ
な
く
な
り
、
地
面
へ
と
崩
れ
落
ち
た
。

ど
く
ん
、
ど
く
ん
…
。

心
臓
が
高
鳴
る
。

こ
の
心
臓
も
、
遂
に
役
目
を
終
わ
ら
せ
る
の
か
？

自
分
は
、
死
ぬ
の
か
…
―
―
？

チ
リ
ン
…

『
　
―
―
冬
獅
郎
　
』

心
の
何
処
か
で
、
誰
か
が
自
分
を
呼
ん
だ
。

「
　
誰
、
だ
　
」

そ
う
呟
き
問
い
か
け
る
と
、
ま
た
声
が
し
た
。

『
　
―
―
汝
、
我
を
持
っ
て
お
い
て
こ
の
程
度
か
。
ま
だ
汝
の
役
目
は
終
わ
っ

て
お
ら
ぬ
ぞ
　
』

「
　
ひ
ょ
う
、
り
ん
…
ま
る
…
？
　
」

『
　
否
、
我
が
名
は
銀
氷
。
氷
輪
丸
の
中
に
眠
る
、
も
う
一
匹
の
竜
だ
。
汝
は

ま
だ
死
な
な
い
。
否
、
死
ね
ぬ
の
だ
冬
獅
郎
　
』
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「
　
如
何
い
う
、
こ
と
だ
…
　
」

『
　
天
廷
空
羅
で
、
皆
に
知
ら
せ
ろ
。
藍
染
惣
右
介
が
謀
反
を
犯
し
た
。
直
ち

に
捕
縛
せ
よ
、
と
。
そ
し
て
、
汝
は
藍
染
を
倒
せ
…
ま
で
と
は
言
わ
ぬ
が
、
足

止
め
し
ろ
　
』

「
　
…
俺
に
そ
ん
な
力
は
、
残
っ
て
い
な
い
　
」

『
　
否
、
汝
な
ら
出
来
る
は
ず
だ
。
何
故
な
ら
、
我
の
主
な
の
だ
か
ら
な
―
―

　
』

氷
輪
丸
、
否
、
銀
氷
は
静
か
に
そ
う
告
げ
、
日
番
谷
に
言
っ
た
。

途
端
、
日
番
谷
の
体
に
変
化
が
起
こ
っ
た
。

藍
染
に
肩
を
貫
か
れ
、
倒
れ
て
動
け
な
い
は
ず
の
日
番
谷
の
体
が
、
ぐ
ら
っ
と

揺
れ
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
た
の
だ
。
傷
は
、
氷
に
よ
っ
て
止
血
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
は
、
藍
染
も
少
し
驚
い
た
顔
を
し
た
。

「
　
何
故
、
動
け
る
ん
だ
？
　
」

し
か
し
、
藍
染
の
問
い
に
日
番
谷
は
応
え
な
い
。
否
、
応
え
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
だ
。

「
　
藍
染
は
ん
…
こ
れ
は
、
ど
な
い
ゆ
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
　
」

市
丸
も
普
段
極
細
い
瞳
を
少
し
大
き
め
に
開
け
て
日
番
谷
を
見
て
い
た
。

日
番
谷
は
、
ぐ
ら
り
、
ぐ
ら
り
と
危
な
っ
か
し
い
足
取
り
で
藍
染
の
方
へ
と
歩

み
寄
っ
て
く
る
。

す
る
と
い
き
な
り
途
中
で
止
ま
り
、
ば
っ
と
右
腕
を
横
に
差
し
だ
し
た
。

「
　
―
―
天
廷
空
羅
　
」

見
る
間
に
腕
に
黒
い
線
が
描
か
れ
、
全
隊
長
格
へ
と
声
が
繋
が
っ
た
。

「
　
―
―
全
隊
長
格
に
告
ぐ
。
藍
染
惣
右
介
が
生
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
謀
反

を
犯
し
た
。
現
在
、
中
央
四
十
六
室
に
居
る
。
直
ち
に
捕
縛
せ
よ
　
」

日
番
谷
の
と
は
思
え
ぬ
口
調
で
淡
々
と
喋
る
。
藍
染
は
僅
か
に
眉
を
顰
め
て
、

日
番
谷
を
見
て
い
た
。

「
　
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
、
日
番
谷
く
ん
。
キ
ミ
は
も
う
動
け
な
い
は
ず
だ
が

　
」

再
び
そ
う
問
い
か
け
る
が
、
や
は
り
日
番
谷
の
応
え
は
無
言
だ
っ
た
。
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「
　
…
ま
あ
良
い
。
所
詮
死
に
ぞ
こ
な
い
だ
ろ
う
。
直
ぐ
に
ま
だ
地
に
伏
せ
る

が
良
い
　
」

藍
染
の
刀
が
、
再
び
鞘
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
。
日
番
谷
は
そ
れ
に
反
応
し
、
斬

魂
刀
を
構
え
た
。

『
　
―
―
次
こ
そ
、
あ
の
謀
反
者
に
負
け
る
で
な
い
ぞ
。
汝
は
１
人
で
は
無
い
。

我
が
つ
い
て
居
る
　
』

日
番
谷
は
氷
輪
丸
の
そ
の
言
葉
を
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
聞
い
た
。

そ
し
て
、
日
番
谷
は
斬
魂
刀
を
頭
上
に
掲
げ
、
何
か
を
唱
え
始
め
た
。

『
　
我
は
汝
、
汝
は
我
。

　
　
罪
深
き
死
者
よ
、
甦
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
心
悪
し
き
死
者
よ
、
甦
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
今
こ
の
時
、
我
が
汝
を
裁
こ
う
。

　
　

　
　
氷
輪
の
月
、
第
一
章
　
―
―
―
銀
氷
　
』

刹
那
、
キ
ラ
リ
と
斬
魂
刀
の
先
端
が
光
り
輝
い
た
。
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４
の
夢
。
倒
し
た
い
。

―
―
な
あ
、
氷
輪
丸
。

お
前
は
一
生
、
俺
に
つ
い
て
く
る
か
？

―
―
汝
が
望
む
の
な
ら
ば
、
何
処
ま
で
も
。

ピ
キ
、
と
音
を
立
て
て
、
斬
魂
刀
が
凍
り
始
め
た
。

『
　
我
、
汝
と
共
に
在
り
に
け
り
　
』

日
番
谷
が
そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
斬
魂
刀
の
先
端
か
ら
巨
大
な
氷
の
竜
が
創
ら
れ

た
。

そ
れ
は
い
つ
も
の
氷
輪
丸
の
巨
大
さ
以
上
に
大
き
な
竜
で
、
竜
の
一
突
き
で
四

十
六
室
は
一
気
に
崩
壊
し
た
。

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
…

物
凄
い
轟
音
が
響
き
渡
り
、
四
十
六
室
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
刑
台

に
い
た
隊
長
格
た
ち
は
は
っ
と
そ
の
方
向
を
向
く
。

「
　
何
事
だ
！
？
　
」

「
　
先
程
の
天
廷
空
羅
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
…
！
？
　
」

「
　
に
し
て
も
、
藍
染
は
死
ん
だ
は
ず
だ
ろ
う
！
？
生
き
て
い
る
は
ず
が
な
い

！
　
」
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「
　
だ
が
、
四
十
六
室
は
隊
長
格
で
す
ら
入
れ
な
い
は
ず
だ
ヨ
。
そ
れ
に
あ
の

氷
の
竜
は
…
　
」

“
氷
輪
丸
だ
”
。

誰
も
が
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
ふ
っ
と
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
死
ん
だ
は
ず
の

元
五
番
隊
隊
長
、
藍
染
惣
右
介
と
、
三
番
隊
隊
長
の
市
丸
ギ
ン
だ
っ
た
。

「
　
藍
染
！
？
お
前
、
何
故
…
！
　
」

誰
も
が
目
に
し
た
、
あ
の
姿
。
斬
魂
刀
の
一
突
き
で
息
を
引
き
取
っ
た
は
ず
の
、

藍
染
惣
右
介
が
今
、
呼
吸
を
し
て
、
目
の
前
に
居
る
。

「
　
先
程
の
天
廷
空
羅
の
事
は
、
本
当
か
　
」

総
隊
長
が
一
歩
前
に
出
て
、
藍
染
に
問
う
。
す
る
と
藍
染
は
二
ヤ
リ
、
と
笑
い
、

言
っ
た
。

「
　
ふ
ふ
…
貴
方
た
ち
は
本
当
に
愚
か
だ
。
私
の
遺
体
に
、
何
か
変
な
と
こ
ろ

は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
卯
の
花
隊
長
？
　
」

藍
染
の
問
い
に
、
卯
の
花
は
ぴ
く
っ
と
反
応
し
た
。

「
　
え
え
、
微
か
に
…
で
す
か
ら
、
貴
方
が
現
れ
た
ら
す
ぐ
に
向
か
う
つ
も
り

で
し
た
が
、
遅
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
　
」

卯
の
花
は
あ
く
ま
で
冷
静
に
答
え
た
。

勇
音
は
ご
く
っ
と
唾
を
飲
み
込
み
な
が
ら
、
じ
っ
と
藍
染
を
見
て
い
た
。

「
　
…
日
番
谷
隊
長
は
、
何
処
だ
　
」

浮
竹
が
そ
う
、
藍
染
に
問
う
た
。

―
―
そ
う
だ
。

先
程
、
天
廷
空
羅
で
聞
い
た
声
は
確
か
に
日
番
谷
冬
獅
郎
の
声
。

「
　
…
日
番
谷
く
ん
か
い
？
あ
れ
は
驚
い
た
ね
。
あ
ん
な
姿
、
初
め
て
見
た
よ

　
」

藍
染
は
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

―
―
刹
那
。

ピ
キ
ピ
キ
…
と
、
地
面
が
凍
り
始
め
た
の
だ
。

「
　
何
だ
！
？
　
」
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隊
長
た
ち
は
驚
い
て
、
宙
へ
と
避
難
し
た
。

「
　
あ
あ
、
ま
だ
生
き
て
い
た
ん
だ
ね
…
日
番
谷
く
ん
　
」

藍
染
は
足
元
の
氷
に
目
を
や
り
、
言
っ
た
。

「
　
―
―
藍
染
…
　
」

そ
の
時
、
声
が
し
た
。

そ
れ
は
、
間
違
い
な
く
日
番
谷
冬
獅
郎
の
声
だ
。

な
の
に
、
何
処
か
違
う
気
が
し
た
。

ザ
ン
、
と
氷
を
踏
み
つ
け
な
が
ら
現
れ
た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
あ
の
日
番
谷
だ

っ
た
。

し
か
し
す
ぐ
傍
に
、
氷
輪
丸
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
巨
大
な
氷
の
竜
が
居

た
。

『
　
―
―
久
し
い
な
藍
染
惣
右
介
。
我
の
事
を
覚
え
て
い
る
か
　
』

「
　
…
あ
あ
…
勿
論
だ
よ
銀
氷
。
キ
ミ
に
は
色
々
、
世
話
に
な
っ
た
か
ら
ね
。

今
は
そ
の
少
年
に
仕
え
て
い
る
の
か
い
　
」

藍
染
は
氷
竜
の
方
を
向
い
て
、
喋
り
始
め
た
。

『
　
あ
あ
。
我
は
今
冬
獅
郎
に
仕
え
て
お
る
。
我
が
主
に
刃
を
向
け
る
の
な
ら

ば
、
我
は
汝
を
も
敵
と
み
な
す
　
』

「
　
そ
う
か
い
。
生
憎
、
私
は
そ
の
少
年
の
敵
な
の
で
ね
　
」

藍
染
の
右
手
が
、
斬
魂
刀
の
柄
へ
と
伸
び
て
い
っ
た
。

『
　
―
―
残
念
　
』

氷
竜
は
小
さ
く
呟
い
て
、
オ
オ
オ
オ
オ
…
と
唸
り
始
め
た
。

「
　
銀
氷
、
お
前
は
―
―
…
　
」

『
　
―
―
我
は
、
汝
の
僕
だ
。
汝
は
、
如
何
し
た
い
？
　
』

銀
氷
の
低
い
声
が
、
響
い
た
。

「
　
俺
は
、
藍
染
を
倒
す
。
そ
れ
だ
け
だ
　
」
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日
番
谷
の
翡
翠
の
瞳
が
、
ギ
ン
ッ
と
鋭
く
光
っ
た
。
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５
の
夢
。
第
二
章
―
―
…

―
―
我
が
名
は
銀
氷
。

氷
輪
丸
の
、
も
う
一
つ
の
竜
だ
。

汝
、
我
と
共
に
歩
む
か
？

―
―
―
…

『
　
―
―
藍
染
惣
右
介
。
我
は
汝
を
倒
す
。
そ
れ
が
、
我
が
主
の
意
思
だ
　
』

銀
氷
は
、
轟
音
の
如
く
大
き
な
唸
り
声
に
近
い
声
で
、
そ
う
言
っ
た
。

「
　
キ
ミ
に
出
来
る
の
か
い
？
私
を
倒
す
こ
と
が
　
」

『
　
汝
を
倒
す
こ
と
な
ど
、
容
易
い
こ
と
だ
。
―
―
冬
獅
郎
、
行
く
ぞ
　
』

日
番
谷
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
を
藍
染
に
向
け
、
こ
く
っ
と
頷
い
た
。

「
　
…
卯
の
花
隊
長
、
四
十
六
室
で
雛
森
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
直
ぐ
に
向
か

っ
て
く
だ
さ
い
　
」

卯
の
花
は
日
番
谷
を
見
て
、
頷
い
た
。
そ
し
て
勇
音
を
連
れ
て
、
瞬
歩
で
消
え

た
。

「
　
銀
氷
、
お
前
は
藍
染
を
倒
せ
る
の
か
　
」

日
番
谷
は
銀
氷
に
視
線
を
や
っ
て
問
う
た
。

『
　
―
―
汝
は
、
我
を
信
じ
ら
れ
ぬ
か
？
　
』

銀
氷
の
声
が
響
い
た
。
日
番
谷
は
首
を
横
に
振
っ
て
、
薄
く
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
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「
　
ま
さ
か
。
俺
は
お
前
を
信
じ
て
る
ぜ
　
」

日
番
谷
は
そ
う
言
っ
て
、
斬
魂
刀
を
掲
げ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
銀
氷
が
オ

オ
オ
…
と
唸
り
声
を
上
げ
た
。

銀
氷
は
空
の
彼
方
へ
と
昇
っ
て
行
く
。

そ
し
て
、
日
番
谷
は
静
か
に
唱
え
始
め
た
。

『
　
我
は
汝
、
汝
は
我
。

　
　

　
　
自
ら
を
剣
と
す
る
者
よ
、
恐
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
自
ら
を
盾
と
す
る
者
よ
、
恐
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
今
こ
の
時
、
我
が
汝
に
力
を
齎
そ
う

も
た
ら

　
　
氷
輪
の
月
、
第
二
章
　
―
―
赤
氷
　
』

せ
き
ひ
ょ
う

―
―
刹
那
、
斬
魂
刀
と
共
に
銀
氷
が
赤
く
光
り
始
め
た
。

ま
る
で
そ
れ
は
、
激
し
く
燃
え
る
炎
の
如
く
。



18

６
の
夢
。
赤
氷

―
―
我
が
名
は
赤
氷
。

銀
氷
に
次
ぐ
、
氷
輪
丸
の
も
う
一
つ
の
氷
竜
。

―
―
汝
は
、
我
に
従
う
か
？

「
　
せ
き
、
ひ
ょ
う
…
　
」

日
番
谷
は
赤
い
氷
竜
を
目
の
前
に
し
、
小
さ
く
呟
い
た
。

氷
の
竜
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
激
し
く
燃
え
て
い
た
。

『
　
―
―
…
お
い
、
冬
獅
郎
！
お
前
な
あ
、
初
め
て
会
っ
た
奴
に
挨
拶
の
一
つ

も
無
し
か
、
あ
あ
！
？
　
』

日
番
谷
は
、
い
き
な
り
の
怒
声
に
目
を
丸
く
し
た
。

銀
氷
と
、
ま
る
で
性
格
、
口
調
が
違
う
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
れ
で
本
当
に
同
じ
氷
輪
丸
の
一
匹
の
竜
な
の
か
？

「
　
…
日
番
谷
、
冬
獅
郎
だ
。
よ
ろ
し
く
　
」

『
　
―
―
Ｏ
Ｋ
だ
コ
ノ
ヤ
ロ
ウ
！
オ
レ
は
赤
氷
！
氷
輪
丸
の
一
つ
の
竜
だ
！
ど

う
だ
、
赤
氷
だ
ぜ
！
？
こ
の
姿
、
か
っ
け
え
だ
ろ
！
！
　
』

赤
氷
は
さ
ぞ
満
足
そ
う
に
唸
り
、
ず
い
っ
と
体
を
乗
り
出
し
た
。

日
番
谷
は
そ
れ
を
嫌
悪
す
る
よ
う
に
、
仰
け
反
っ
て
一
歩
下
が
っ
て
距
離
を
と

っ
た
。

『
　
―
―
何
だ
あ
そ
の
態
度
は
！
！
…
ま
あ
良
い
。
で
、
な
ん
だ
！
？
こ
の
ち
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っ
ぽ
け
な
死
神
二
匹
、
ぶ
っ
倒
せ
ば
い
い
の
か
あ
！
？
　
』

赤
氷
は
藍
染
と
市
丸
の
方
を
向
い
て
、
こ
れ
ま
た
大
声
で
叫
ん
だ
。

「
　
…
そ
う
だ
　
」

日
番
谷
は
赤
氷
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
よ
う
に
し
て
答
え
た
。

『
　
―
―
だ
っ
た
ら
と
っ
と
と
殺
っ
ち
ま
お
う
ぜ
え
！
！
―
―
ぉ
う
り
ゃ
あ
あ

ッ
！
！
！
　
』

―
―
刹
那
、
赤
氷
の
口
か
ら
ゴ
オ
オ
ッ
と
炎
が
飛
び
出
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
赤
氷
か
ら
放
た
れ
た
炎
は
、
出
て
き
た
瞬
間
凍
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
そ
の
氷
の
中
で
炎
は
燃
え
続
け
て
い
た
。

『
　
―
―
オ
レ
の
氷
炎
は
最
強
だ
ぜ
！
何
で
も
燃
え
尽
く
し
ち
ま
う
か
ら
な
！

ひ
ょ
う
え
ん

！
　
』

赤
氷
は
得
意
げ
に
笑
い
な
が
ら
ま
た
大
声
で
言
っ
た
。

確
か
に
そ
の
威
力
は
抜
群
だ
っ
た
。

氷
炎
は
そ
の
地
面
一
帯
を
炎
で
埋
め
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

―
―
し
か
し
、
藍
染
と
市
丸
は
無
傷
だ
っ
た
。

『
　
―
―
あ
あ
！
？
て
め
え
、
生
意
気
だ
な
！
！
オ
レ
の
氷
炎
を
受
け
て
無
傷

と
は
！
　
』

赤
氷
は
顔
を
歪
め
て
、
ゴ
オ
ッ
と
唸
っ
た
。

「
　
―
―
あ
あ
、
駄
目
だ
な
。
全
然
、
効
い
て
な
い
よ
。
所
詮
、
姿
形
ば
か
り

の
弱
い
竜
さ
　
」

『
　
―
―
ん
だ
と
て
め
え
！
！
　
』

赤
氷
は
ま
た
、
ゴ
オ
オ
ッ
と
唸
っ
た
。
そ
し
て
口
か
ら
虚
巨
大
な
氷
炎
の
球
を

投
げ
て
き
た
。
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し
か
し
、
そ
の
球
が
藍
染
た
ち
に
当
た
る
事
は
無
か
っ
た
。

「
　
―
―
私
は
そ
ろ
そ
ろ
お
暇
し
よ
う
か
。
で
は
、
御
機
嫌
よ
う
　
』

最
後
に
見
え
た
の
は
、
藍
染
の
不
気
味
な
、
余
裕
を
浮
か
べ
た
笑
み
だ
っ
た
。
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７
の
夢
。
氷
輪
丸
に
問
う
て
も
。

―
―
“
私
が
天
に
立
つ
”
。

藍
染
の
望
は
、
一
体
何
だ
？

我
々
に
成
す
術
は
有
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
　
―
―
チ
ッ
。
し
ゃ
ァ
ね
え
な
！
！
オ
レ
に
恐
れ
を
生
し
て
逃
げ
や
が
っ
た

か
！
じ
ゃ
あ
な
冬
獅
郎
！
！
　
』

赤
氷
は
、
そ
う
言
っ
て
さ
っ
さ
と
斬
魂
刀
へ
と
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
戻
っ
て

い
っ
た
。

刹
那
、
日
番
谷
の
体
は
ふ
ら
っ
と
揺
れ
て
、
地
面
へ
と
倒
れ
こ
ん
だ
。

「
　
日
番
谷
隊
長
！
！
　
」

誰
か
が
自
分
を
呼
ん
で
い
る
。

で
も
、
も
う
起
き
上
が
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
目
を
開
け
る
こ
と
す
ら
出
来
な
か

っ
た
―
―
…
。

―
―
…
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「
　
隊
長
！
大
丈
夫
で
す
か
！
？
！
？
　
」

脳
み
そ
に
甲
高
い
声
が
響
い
て
、
日
番
谷
は
微
か
に
目
を
開
け
た
。

す
る
と
、
泣
き
そ
う
な
顔
を
し
た
乱
菊
が
身
を
乗
り
出
し
て
自
分
を
見
つ
め
て

い
た
。

―
―
…
こ
の
泣
き
顔
、
雛
森
に
似
て
る
な
…
。

「
　
…
…
っ
！
！
！
　
」

途
端
、
日
番
谷
は
ば
っ
と
勢
い
よ
く
身
を
乗
り
出
し
た
。

「
　
隊
長
！
ダ
メ
で
す
、
一
週
間
は
安
静
に
し
て
な
い
と
、
っ
て
卯
の
花
隊
長

が
…
！
　
」

「
　
雛
森
は
！
！
　
」

日
番
谷
は
、
乱
菊
の
言
葉
を
遮
る
よ
う
に
し
て
叫
ん
だ
。

乱
菊
の
顔
が
、
一
瞬
驚
き
に
満
ち
、
そ
し
て
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
た
。

「
　
雛
森
は
、
無
事
な
の
か
！
？
　
」

「
　
…
…
隊
長
、
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
雛
森
は
大
丈
夫
で
す
。
今
は
眠
っ

て
い
ま
す
が
…
　
」

乱
菊
は
気
ま
ず
そ
う
な
表
情
で
、
日
番
谷
か
ら
目
を
逸
ら
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
　
―
―
そ
う
か
。
…
す
ま
な
か
っ
た
、
取
り
乱
し
て
　
」

「
　
…
い
え
…
　
」

日
番
谷
は
ふ
う
っ
と
溜
息
を
吐
い
て
、
ベ
ッ
ト
の
上
に
寝
転
が
っ
た
。

「
　
日
番
谷
隊
長
、
目
を
覚
ま
さ
れ
ま
し
た
か
。
具
合
は
如
何
で
す
か
？
傷
は

痛
み
ま
す
か
　
」

「
　
卯
の
花
隊
長
。
い
え
、
大
丈
夫
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
」

日
番
谷
は
部
屋
に
入
っ
て
き
た
卯
の
花
に
小
さ
く
礼
を
し
て
言
っ
た
。

卯
の
花
は
優
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
、
近
く
の
椅
子
に
座
っ
た
。
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「
　
雛
森
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
よ
。
だ
か
ら
ま
ず
は
、
ご
自
分
の
お
怪
我
を
治

さ
れ
て
く
だ
さ
い
　
」

「
　
分
か
っ
て
ま
す
　
」

卯
の
花
は
日
番
谷
に
そ
う
言
っ
て
、
ふ
う
っ
と
溜
息
を
吐
い
た
。

「
　
今
回
の
事
件
は
、
大
変
で
し
た
ね
…
あ
あ
、
そ
う
で
し
た
。
日
番
谷
隊
長
、

総
隊
長
が
お
呼
び
で
し
た
よ
。
目
覚
め
た
ら
す
ぐ
に
一
番
隊
舎
に
来
て
欲
し
い

と
　
」

「
　
え
、
で
も
、
隊
長
は
…
　
」

卯
の
花
の
言
葉
に
乱
菊
は
ば
っ
と
顔
を
上
げ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
日
番
谷
は
制
し
て
、
す
く
っ
と
立
ち
上
が
っ
た
。

「
　
い
や
、
い
い
。
行
っ
て
く
る
　
」

「
　
着
物
は
そ
ち
ら
に
　
」

「
　
済
ま
な
い
　
」

日
番
谷
は
傍
に
あ
っ
た
着
物
を
纏
い
、
病
室
を
出
て
い
っ
た
。

―
―
…

「
　
総
隊
長
。
十
番
隊
隊
長
、
日
番
谷
殿
で
す
　
」

「
　
う
む
、
入
れ
　
」

そ
の
言
葉
と
同
時
に
、
一
番
隊
舎
の
門
が
ギ
ギ
…
と
開
い
た
。

「
　
態
々
《
わ
ざ
わ
ざ
》
済
ま
な
い
、
怪
我
の
具
合
は
ど
う
か
の
　
」

「
　
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ
よ
り
、
御
用
件
は
　
」

「
　
う
む
、
そ
う
じ
ゃ
の
。
ま
あ
と
り
あ
え
ず
、
お
茶
に
で
も
し
よ
う
か
の
　
」

日
番
谷
は
茶
室
へ
と
通
さ
れ
、
抹
茶
と
和
菓
子
を
出
さ
れ
た
。

「
　
―
―
結
構
な
お
手
前
で
。
流
石
、
天
才
児
は
何
で
も
出
来
る
の
か
の
う
　
」
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総
隊
長
は
日
番
谷
の
手
前
を
見
て
、
微
か
に
笑
う
。

「
　
い
え
、
祖
母
が
昔
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
　
」

日
番
谷
は
抹
茶
を
置
き
、
総
隊
長
に
向
き
な
お
っ
た
。

「
　
で
、
御
用
件
は
　
」

「
　
う
む
、
昨
日
の
事
じ
ゃ
が
の
。
お
主
、
あ
の
力
は
何
じ
ゃ
　
」

総
隊
長
の
問
い
に
、
日
番
谷
は
眉
を
顰
め
た
。

「
　
い
え
、
そ
れ
が
…
俺
も
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
氷
輪
丸
の
中
の

竜
た
ち
、
と
聞
い
て
お
り
ま
す
　
」

「
　
氷
輪
丸
の
…
　
」

総
隊
長
は
そ
れ
を
聞
き
、
う
う
む
と
唸
っ
た
。

「
　
そ
う
か
…
わ
し
も
氷
輪
丸
の
事
は
よ
く
は
知
ら
ぬ
。
日
番
谷
隊
長
、
そ
れ

は
お
主
が
一
番
知
っ
て
お
る
は
ず
な
の
じ
ゃ
が
、
お
主
も
知
ら
ぬ
と
な
れ
ば
…

成
す
術
な
無
し
じ
ゃ
の
　
」

「
　
…
そ
う
で
す
ね
。
と
り
あ
え
ず
、
氷
輪
丸
に
聞
い
て
み
ま
す
。
で
は
、
失

礼
し
ま
す
　
」

「
　
う
む
。
頼
ん
だ
ぞ
　
」

日
番
谷
は
一
番
隊
舎
を
出
て
、
十
番
隊
へ
と
足
を
速
め
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

キミは未だ夢の中。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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